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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
 平成26年10月24日に提出した第17期（自 平成25年８月１日 至 平成26年７月31日）有価証券報告書の記載事項の一部

に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　【企業情報】

第５　【経理の状況】

１　【財務諸表等】

【注記事項】

(企業結合等会計）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。

 

（企業結合等関係）

当事業年度（自　平成25年８月１日　至　平成26年７月31日）

取得による企業結合

１　企業結合の概要

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

（訂正前）

　株式会社広島バイオメディカルでは、広島大学で確立した鶏卵抗体のモノクローナル化・ヒト化技術を用い

て、医薬品分野への進出を視野に入れ、基礎、応用研究を行ってまいりました。その結果、同社では国内外の大

手製薬メーカーからの医薬品開発・診断薬目的のための各種抗体受託作製や共同での研究を行い、医薬品として

の効果が期待される新たな候補抗体（リード抗体）を作製する段階に至っており、今後の創薬事業展開におい

て、相乗効果が見込めると判断したものであります。

 

（訂正後）

　当社が現金を対価として株式を取得したことによります。
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